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石川　靖悟

した守備から多彩な攻撃を行う東京都の対決となった。

　第１セット、序盤は一進一退の攻防が続く。中盤、大阪市は梅本（祥）選手のサーブ、

今井選手を中心とした攻撃で得点を重ねてリードを奪う。東京都も、千葉選手の移動攻撃

選手のスパイク、今井選手のサーブでリードを奪う。東京都も千葉選手のバックアタック

を絡めた攻撃で応戦するが、大阪市の勢いを止められない。終盤、大阪市は梅本（綾）選

手を中心とした攻撃でさらにリードを広げ、明日の決勝戦に駒を進めた。

　大阪市と東京都の準決勝。梅本（沙）選手を中心とした高い攻撃力を持つ大阪市と安定

等で反撃を試みるも、大阪市は、梅本（沙）選手を中心とした攻撃で東京都に連続得点を

許さず、このセットを取った。

　第２セット序盤、両チームともに譲らない展開となった。中盤、大阪市は、梅本（沙）


